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第１ 研究のねらい 

私はこれまで、単語だけで気持ちを伝えようとしたり、気持ちの詳細は語らずに多義的な言

葉で済ませてしまったりする児童に接してきた。言葉が足りないことで意思疎通がうまくいか

ない児童がおり、児童の語彙力を高める指導の必要性を感じてきた。平成 28 年 12 月 21 日の中

央教育審議会答申でも、「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがある」と

の指摘があった。語彙の量を増やし、表現力を高め、思いや考えを伝えるのに適切な言葉を生

活の中で活用できるように指導の改善・充実を図ることが重要である。 

このように、子供が使う言葉や教師の指導の必要性、教育の動向を踏まえ、言葉に興味・関

心をもち、言葉を的確に理解して、思いや考えを適切な言葉で表現できる児童を育てたいと考

えた。そのためには、子供たちの語彙の量を増やし、適切な言葉で表現する力を高めるための

手だてを講じる必要性を感じた。そこで本研究では、文学的文章を通して語彙の量と質を向上

させ、表現力を高める学習過程及び子供たちの語彙力を高める指導法を開発する。 

第２ 研究仮説 

 

 

 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

 小学校学習指導要領における「語彙指導」に関する取扱いについて、その変遷を調べると、

「語彙を豊かにする」という言葉は、学習指導要領（昭和 22 年）にすでに見られ、このことか

ら語彙力は国語科の根本の力であると考えられる。現行の小学校学習指導要領からは「語句の

量を増し、使う」という言葉が明記され、実生活で生きて働く能力を身に付けることが強調さ

れた。さらに、新小学校学習指導要領（平成 29 年３月告示）では「語彙指導の改善・充実を図

る」ことが求められている。 

 「語彙力」について文献で調べると、「言葉を数

多く知っていること。言葉を数多く使えること。」

と定義されていた。また、同じ文献から、「語彙指

導」の方法は右の 10 の側面に注意することが大切

であることが分かった（表１）。 

検証授業では、教材研究を踏まえ、①、⑨及び  

⑩を重点的に指導することにした。そして、習得  

した語彙を表現する方法として「感想文」を取り  

入れた。  

  

言葉の意味や使い方を理解し、自分自身の言葉を吟味する活動等、語彙力を高めるため

の手だてを意図的・計画的に学習過程に取り入れていけば、児童の言葉に対する興味・関

心が高まり、適切な言葉や表現を使って思いや考えを伝えることができるだろう。  

表１ 語彙指導の方法 

① 意 味  ⑥  語 種  

② 文 法  ⑦  位 相  

③ 音 韻  ⑧  語の組立て方 

④ 表 記  ⑨  類義語  

⑤ 語 源  ⑩  対義語  

出典「国語教育研究大辞典」国語教育研究所

明治図書 平成３年 
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２ 調査研究 

 平成 29 年７月、都内公立小学校の教師（10 地区・10 校・

150 名）を対象に、児童が使う言葉や言語環境の実態に関

する意識調査を質問紙法により行った。 

 「高学年の語彙の量」について質問をしたところ、児童

の語彙の量が「多いと思う」もしくは「どちらかというと

多いと思う」と答えた教師（Ａ群）は約 36.0％、「どちら

かというと少ないと思う」もしくは「少ないと思う」と答

えた教師（Ｂ群）は約 63.3％であった（図１）。また、「高

学年の児童は、言葉を通して自分の思いや考えを伝えられ

ていると思いますか」という質問に対してＡ群の約 81.5％、

Ｂ群の約 35.8％の教師は肯定的な回答であった（図２）。

このことから、状況に合う適切な言葉を使えることと言葉

を知っていることには関連があると考えた。高学年の児童

においても、語彙の量と質には課題があるといえる。 

３ 開発研究 

(1) 語彙力を高める手だて 

 前出の「語彙指導の方法」における 10 の側面のうち、

教材の特性に合わせて、手だて１「意味調べ」、手だて２

「類義語」、手だて３「対義語」を取り入れた。さらに手

だて４に表現活動として「文字数を制限した感想文を書

くこと」を行うこととし、語彙力を高める手だてとした

（図３）。 

(2) 語彙の量と質を向上させ、表現力を高める学習過程 

上記(1)の手だてを学習過程の中で意図的に取り入れ、

語彙の量と質を向上させ、表現力を高める学習過程を開

発した（図４）。  

例えば手だて１の「意味調べ」は、第一次で「意味調

べ」の仕方を確認しておくことで、第二次や第三次でも

調べたい言葉が出てきた時には随時調べることができる

ようにした。手だて２「類義語」や手だて３「対義語」

は第二次の本文の読み取りの際に取り入れると語彙を増

やすのに効果的であると考えた。手だて４「感想文」は

第一次と第三次に取り入れることで、児童も教師も学習

の深まりを確認できると考えた。教材の特性に合わせて

手だてを取り入れる段階を整理した。  

授業では、児童が必要なときにはいつでも辞書が手元

にあり、使えるような言語環境を整えた。 

図１ 高学年の語彙の量 

図４ 語彙の量と質を向上させ、表現力
を高める学習過程例 

図３ 児童の語彙力を高める手だて 

図２ 高学年の児童は、言葉を通して
自分の思いや考えを伝えられているか
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４ 検証授業 

(1) 授業の概要 

平成 29 年９・10 月、都内公立小学校 

第６学年の児童を対象に検証授業を実施 

した。文学的文章は、児童が教材に興味 

をもちやすい。さらに、作者は語句や表 

現方法に意図や工夫を込めているため、 

児童が作者の意図を探る過程で語句の意 

味を調べ、理解する姿が期待できる。言 

葉の意味を理解したり自分自身の言葉を 

吟味したりすることを通して、作品の主

題を捉えられると考えた（表２）。 

(2) 手だてを講じたことによる児童の思考の深まり 

 手だて１～３では、作品の主題につながるキーワードでもある「幸せ」について、辞書で定

義される意味（辞書的意味）と、文脈で表される意味（文脈的意味）の両側面から言葉の意味

を押さえた。また、児童は類義語や対義語を調べることを通して語彙を増やし、言葉の使い方

を理解した。毎時間の授業のまとめの時間に書いた児童の学習感想に着目し、手だてを講じた

ことによる学習の深まりを分析した。以下は、具体的な分析例である。 

ア 対義語に着目することで主題を捉えることができたＡ児 

  Ａ児は、言葉の意味を理解することで、登場人物の心情

を捉えられるようになった（図５）。主題につながる重要語

句や難語句を取り上げることで、物語の内容を理解するこ

とにつながる。 

また、Ａ児は、第１時で幸せについての考えを両親の言 

葉やテレビから学んだことでまとめており、自分の考えに 

対して確信がもてていなかった（図６）。しかし、第５時に 

は学習を通して幸せについての考えをもち、最後に「伝え 

たい」という言葉でまとめ、自分の考えを発信するまでに至った。手だて３（対義語）にお

ける「不幸」の捉えがあったからこそ、Ａ児は「幸せ」の意味を見いだし、自分が使う言葉

に確信をもつことができたことで、適切な言葉を選んで表現できるようになった（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証の目的 ・言葉の意味を理解したり自分自身の言葉を吟味

したりする活動を通して、児童の言葉に対する

興味・関心を高めることをねらいとする。 

・児童の語彙力を高める指導の工夫及び学習過程

の工夫について検証する。 

対象 都内公立小学校第６学年児童（２学級・76 名） 

教材 「その日、ぼくが考えたこと」重松 清 作 

（学校図書・６年下） 

単元名 作者のメッセージを受け取ろう（全５時間） 

単元の目標 言葉や表現に着目して読むことを通して言葉の使

い方に対する理解を深め、作品の主題を捉えるこ

とができる。 

表２ 検証授業の概要 
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図７ Ａ児の感想文（第５時） 
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図６ Ａ児の感想文（第１時） 
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図５ Ａ児の学習感想 
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イ 言葉の意味に着目することで主題を捉えることができたＢ児 

Ｂ児は、辞書を活用したことで、言葉の意

味や使い方が理解できた。さらに、自分自身

の「幸せ」について考えをもち始めている。

また、「より伝えやすくする言葉」という感

想から、言葉に対する興味・関心が高まって

いることが分かる（図８）。幸せという言葉

に着目して、作品を読み進めたことにより、

Ｂ児は作品の主題を捉え、幸せに対して新た

に考えをもつことができた（図９及び図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 研究の成果 

 言葉の意味や使い方を理解する活動を通して、登場人物の心情や作品の内容を読み取ること 

につながり、作品の主題を捉えるという単元の目標を達成することができた。また、自分自身

の言葉を吟味する活動を通して、自分が使う言葉に確信をもち、適切な言葉を選んで表現でき

た。児童の言葉に対する興味・関心が高まり、適切な言葉を使って自分の思いや考えを伝える

姿につながった。 

 以上のように、文学的文章において、語彙力を高める手だてを意図的・計画的に学習過程に 

取り入れたことは、児童が言葉や表現の工夫に着目して作品を読み深め、語彙力を高めること

に有効であることが確認できた。 

第５ 今後の課題 

・  検証授業では「語彙力を高める手だて」を四つ講じたが、手だての数や取り入れる手だて 

を変えることで、研究を発展させていく。 

・ 物語文以外の文章等（説明的文章・詩・短歌や俳句等）や学年、教科を越えても開発した 

手だてや学習過程を活用していき、本研究の汎用性を高めていく。 
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図８ Ｂ児の学習感想 
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図 10 Ｂ児の感想文（第５時） 
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図９ Ｂ児の感想文（第１時） 
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